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平成23年度平成23年度
一般会計決算一般会計決算
歳 出 額 歳 出 額 
212億5,801万212億5,801万

2千円 2千円 

人件費人件費
36億293万円36億293万円
16.9%16.9%

人件費以外人件費以外
176億5,508万2千円176億5,508万2千円

83.1%83.1%

平成24年度平成24年度
一般会計当初予算 一般会計当初予算 
職員給与費 職員給与費 
23億4,352万円23億4,352万円

給　料給　料
15億5,830万6千円15億5,830万6千円

期末・勤勉手当 期末・勤勉手当 
5億7,382万5億7,382万
1千円1千円

職員手当 職員手当 
2億1,139万2億1,139万
3千円3千円
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１１ 職職員員のの任任免免及及びび職職員員数数にに関関すするる状状況況

（１）職員採用の状況（平成２４年４月１日）
・新規採用職員 １２人（一般行政事務）
・派遣職員（併任）２人

（２）職員の退職状況

（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

定年退職 勧奨退職 普通退職 合 計
５人 １０人 ６人 ２１人

（３）部門別職員数の状況（平成２４年４月１日現在）

（４）年齢別職員数の状況（平成２４年４月１日現在）

２２ 職職員員給給与与のの状状況況

（１）人件費の状況（平成２３年度一般会計決算）

※平成２３年度一般会計における市の歳出に占める人
件費の割合を示しています。人件費とは、一般職員
の給料、諸手当、共済費、退職手当負担金などのほ
か、特別職の市長、議員などの給料、報酬などを含
んでいます。
・平成２４年４月１日現在の住民基本台帳人口／４４，６６５人
・対象期間 平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日

（２）職員給与の状況（平成２４年度一般会計予算から抜粋）

※この図は、平成２４年度一般会計当初予算に計上さ
れた給与費の内訳構成を示しています。
・職員１人当たりの給与費は６，０５６千円です。
・職員数３８７人
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（単位：人）

主な増減理由

推進体制の見直し
推進体制の見直し

推進体制の見直し

※平成２３年度および平成２４年度は、県職員３人を含む。
教育委員会の職員数は、教育長を除く。

対前年
増減数
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総 務 部
市 民 部
健 康 福 祉 部
産 業 経 済 部
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教 育 委 員 会
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水 道 課
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一般行政職
305人

給料
324,257円 352,107円（41.9歳）職員手当

27,850円

給料
322,975円

教育関係職
26人

職員手当
9,157円 332,132円（43.8歳）

給料
333,766円

職員手当
18,024円

技能労務関係職
56人 351,790円（49.8歳）

（３）職員の平均給与月額および平均年齢の状況

（平成２４年４月１日現在）

※この図は、平成２４年度当初予算に計上した一般会
計の給与の平均額を職種別に表しています。
（給与とは、基本給である給料と職員手当を合わせ
たものです。）

（４）職員の初任給の状況（平成２４年４月１日現在）

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成２４年４月１日現在）

（６）一般行政職の級別職員数の状況

（平成２４年度一般会計予算書から抜粋）

（７）特別職の報酬等の状況（平成２４年度）

（８）職員手当の状況（平成２４年度）

国
初任給

１７２，２００円
１４０，１００円

吉野川市
初任給

１７２，２００円
１４０，１００円

区 分

（大卒）
（高卒）

一般行政職

経験年数
２０年～２４年
３７０，５００円
３３６，２００円

経験年数
１５年～１９年
３３６，５００円
２９６，３００円

経験年数
１０年～１４年
２８４，４００円
２６５，８００円

区 分

（大卒）
（高卒）

一 般
行政職

●期末・勤勉手当

勤勉手当

０．６７５月分

０．６７５月分

１．３５月分

�職制上の段階、職務の級等による
加算措置あり

期末手当

１．２２５月分

１．３７５月分

２．６０月分

６月期

１２月期

計

加算措置

●時間外・休日勤務手当（一般会計決算より）

平成２３年度

５６，６３７千円

１４４，４８２円

年 度

支 給 総 額

職員１人当たりの平均支給額

経験年数
３５年以上
４３５，７００円
４２９，６００円

経験年数
３０年～３４年
４２４，８００円
４０４，５００円

経験年数
２５年～２９年
４０１，６００円
３７８，２００円

区 分

（大卒）
（高卒）

一 般
行政職

参考構成比
（％）
平成２３年度

５

１４

３０

１４

２０

８

９

１００

構成比
（％）

６

１４

２８

２０

１５

７

１０

１００

職員数
（人）

１８

４２

８６

６１

４４

２２

３２

３０５

標準的な職務

部長、次長またはこれに相当
する職務

１課長またはこれに相当する
職務
２特に困難な業務を分掌する
課長補佐またはこれに相当
する職務

１課長補佐またはこれに相当
する職務
２困難な業務を分掌する主査
の職務

１係長またはこれに相当する
職務
２主査の職務

特に高度の知識または経験を
必要とする業務を行う職務

定型的な業務を行う職務

区分

７級

６級

５級

４級

３級

２級

１級

計

期末手当

６月期１．４０月分
１２月期１．５０月分
計 ２．９０月分

給料月額等

９００，０００円

７２０，０００円

６４９，０００円

４３０，０００円

３８０，０００円

３５０，０００円

区 分

市 長

副 市 長

教 育 長

議 長

副 議 長

議 員

給料

報酬

●住居手当

支 給 金 額

�月額２３，０００円以下の家賃等を支払っ
ている職員。
（家賃額から１２，０００円を控除した額。）
�月額２３，０００円を超える家賃等を支
払っている職員。
（２３，０００円を超える額の１／２に１１，０００
円を加えた額。）
（最高支給限度額２７，０００円）

区 分

借 家

借 間

●退職手当

勧奨・定年

３０．５５月分

４１．３４月分

５９．２８月分

５９．２８月分

�定年前早期退職特例加算
（３％～３０％加算）

�なし

自己都合

２３．５月分

３３．５月分

４７．５月分

５９．２８月分

勤 続 ２０ 年

勤 続 ２５ 年

勤 続 ３５ 年

最 高 限 度 額

その他の加算措置

退職時特別昇給

2013年（平成25年）2月13日
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（９）国との給料月額の水準比較

（ラスパイレス指数）の状況

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を１００と
した場合の市職員の給与水準を示したものです。

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間の状況（平成２４年度）

（２）休暇制度の状況（平成２３年度）

●扶養手当

配偶者なし

―

１１，０００円

６，５００円

６，５００円

５，０００円

※扶養親族とは、主として職員に扶養されている者。
子とは、満２２歳に達する日以降の最初の３月３１日ま
での間にある子。

配偶者が
扶養親族でない
―

６，５００円

６，５００円

６，５００円

５，０００円

配偶者が
扶養親族
１３，０００円

６，５００円

６，５００円

６，５００円

５，０００円

扶 養 親 族

配 偶 者

子・父母等のうち１人目

子・父母等のうち２人目

その他の扶養親族

１５～２２歳の子の加算

●通勤手当

支 給 月 額

�自動車等を使用し通勤距離が２キロメートル以上のものに支給される。

２，０００円
４，１００円
６，５００円
８，９００円
１１，３００円
１３，７００円
１６，１００円
１８，５００円
２０，９００円
２１，８００円
２２，７００円
２３，６００円
２４，５００円

�２㎞～５㎞未満
�５㎞～１０㎞未満
�１０㎞～１５㎞未満
�１５㎞～２０㎞未満
�２０㎞～２５㎞未満
�２５㎞～３０㎞未満
�３０㎞～３５㎞未満
�３５㎞～４０㎞未満
�４０㎞～４５㎞未満
�４５㎞～５０㎞未満
�５０㎞～５５㎞未満
�５５㎞～６０㎞未満
�６０㎞以上

●特殊勤務手当

平成２３年度

９０人

１２，３９６千円

１３７，７３３円

１９種類

支給対象

市税徴収金の徴収及び税
務業務に従事する職員

福祉に関する業務に専ら
従事する職員

ごみ収集業務等に従事す
る職員

汚水処理業務に従事する
職員

感染症等防除業務に従事
したとき

行路病人・死亡人の取扱
業務に実地に従事したとき

年 度

手 当 支 給 職 員 数

支 給 総 額

職員１人当たりの平均支給額

手 当 の 種 類

名称

市税事務従事手当

ケースワーカー業務
従 事 手 当

清掃業務従事手当

汚 水 処 理 作 業
従 事 手 当

感染症防除等業務
従 事 手 当

行路病人・死亡人取
扱 業 務 従 事 手 当

代
表
的
な
手
当

平成２４年度

１０９．７

年 度

一 般 行 政 職

●年次有給休暇
平均取得日数

１２．７日

制 度 概 要
１年度につき２０日付与。
現年度付与分のみ翌年度
に繰り越し可

年 次 有 給

休暇の概要

●育児休業の取得状況
（平成２３年度に新たに育児休業を取得した職員数）

育児休業承認期間

２年
以上

０

０

０

１年
６月
～
２年
以下

０

０

０

１年
～
１年
６月
以下

０

２

２

６月
～
１年
以下

０

２

２

３月
～
６月
以下

０

０

０

３月
以下

０

０

０

育児
休業
取得
者数
（人）

０

４

４

区分

男性職員

女性職員

計

本庁などの場合
月曜日～金曜日（休日除く）
勤務時間：８時３０分～１７時１５分（うち休憩

時間６０分）

保育所の場合
月曜日～金曜日（休日除く）
勤務時間：７時３０分～１９時００分（うち休憩

時間６０分）までの間で７時間４５
分（時差勤務）

土曜日（休日除く）
勤務時間：８時１５分～１７時３０分（うち休憩

時間６０分）までの間で７時間４５
分（時差勤務）

幼稚園の場合
月曜日～金曜日（休日除く）
勤務時間：７時４５分～１７時１５分（うち休憩

時間６０分）までの間で７時間４５
分（時差勤務）

勤

務

時

間

な

ど

４
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４ 職員の分限及び懲戒処分の状況

（１）処分者等の状況（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

５ 職員の服務の状況

（１）職員服務の基準（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）
地方公務員法第３０条には「全ての職員は、全体の
奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職
務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念し
なければならない。」と規定されています。
職員には、命令に従う・秘密を守るなどの義務や信

用失墜行為・争議行為の禁止などが課せられています。

前記期間内に違反者はありませんでした。

６ 職員の研修の状況

（１） 高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応

するため、職員の資質・勤務能率の向上に努め

ています。

昨年度の職員研修の状況は次表のとおりです。

（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

懲戒処分
処分者数（人）

１
０
０
０
０

処分内容
免 職
停 職
減 給
戒 告

訓告（文書以上）

分限処分
処分者数（人）

０
０
１
０
０

処分内容
免 職
降 任
休 職
降 給
失 職

●特別休暇

付 与 日 数

必要期間

１０日を超えない期間

出産の日までの申出期間

８週間以内の期間

１日２回それぞれ３０分以内の期間

１日６０分以内の期間

区分 妊娠７月 ４週間に１回
〃 ８～９月 ２週間に１回
〃１０～分娩まで １週間に１回
分娩後１年まで １回

３日を超えない範囲で必要と認める期間

当該妊娠期間中、７日の範囲内

出産のため入院等する日から、出
産から２週間の期間で３日以内

１つの年に５日以内
（２人以上は、１０日以内）

１つの年に５日以内
（２人以上は、１０日以内）

続柄に応じて付与
配偶者 １０日以内
血族父母 １０日以内
〃 子 ７日以内
姻族父母 ３日以内等

在職 １０年２０年３０年又は４０年 ５日以内
１５年２５年又は３５年 ３日以内

７月から９月までの期間で、７日以内

内容、取得条件等

職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者として、検査、入院
等が必要なとき

職員の結婚に伴う必要と認められる行事等

８週間以内（多児出産の場合は１４週間）に出産予定である職員

職員が出産したとき

生後満１年に達しない子を育てる職員が、必要と認められる
授乳等を行うため勤務しないことがやむを得ないと認められ
るとき

妊娠中の職員が、通勤に伴う負担を緩和するため勤務しない
ことがやむを得ないと認められるとき

妊娠中又は分娩後に母子保健法第１０条又は第１３条に規定する
保健指導又は健康診査を受ける場合

生理日において勤務することが著しく困難な場合

職員が妊娠障害のため勤務が著しく困難な場合

職員が妻の出産に伴い出産の付添い等の場合

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、その
子を看護する必要があるとき

負傷、疾病又は老齢により２週間以上の期間にわたり日常生
活を営むのに支障がある者の介護その他の世話をする必要が
あるとき

職員の親族が死亡したとき

在職期間が１０年、１５年、２０年、２５年、３０年、３５年、又は４０年
に達した職員が心身のリフレッシュを図るとき

夏期における諸行事、心身の健康の保持及び増進等を行うとき

種 類

ド ナ ー 休 暇

結 婚 休 暇

産 前 休 暇

産 後 休 暇

育児時間休暇

妊娠通勤緩和休暇

妊娠又は分娩後
の保健指導又は
健康診査休暇

生 理 休 暇

妊娠障害休暇

配偶者出産休暇

子の看護休暇

短期の介護休暇

忌 引 休 暇

リフレッシュ休暇

夏 期 休 暇

主

な

特

別

休

暇

な

ど

研修の内容

法制執務・パソコン研修・
新地方公会計研修等
公共政策
課税事務・法令実務・財政
運営・住民行政事務等
地方行政・地方財政等
新規採用職員研修・人権研修
・交通安全研修・倫理研修・
危機管理意識向上研修・メン
タルヘルス研修

受講者数
（延べ人）

２１８

１
８

１

１，００６

１，２３４

研修の名称
（派遣研修）

派遣研修
（徳島県自治研修センター）

（自治大学校）
（市町村アカデミー等）

（徳島県市町村課）

職 場 内 研 修

合 計

2013年（平成25年）2月13日
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７ 職員の福利厚生及び利益の保護の状況

（１） 地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する計画を立て、実施しなければなりませ

ん。現在市職員に対して適用されている共済制度は、これに基づき定められた地方公務員共済組合法

によって徳島県市町村共済組合が制度を運用、実施しています。また、職員は（財）徳島県市町村職

員互助会に加入し福利厚生の充実を図っているほか、健康診断などを行っています。これら福利厚生

制度の主な内容は次のとおりです。

８ 公平委員会に係る業務の状況

（１）公平委員会の概要

公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規定
により設置されており、その権限は同法８条第２項
において定められております。その主な内容は次の
とおりです。
�職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
措置の要求を審査し、判定し、及び必要な措置を
執ること
�職員に対する不利益な処分についての不服申し立
てに対する決裁又は決定をすること
�職員の苦情を処理すること

（２）公平委員会の業務状況

（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

（２） 職員が公務中あるいは通勤途上で死亡し、

または負傷や疾病により障害を負った場合

などは、地方公務員災害補償法に基づきそ

の補償を受けることができますが、平成２３

年度公務災害として申請・認定された事案

は次のとおりです。

（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

内 容

�短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、休業、災害時の給付
�保健給付＝療養給付、高額療養費など
�休業給付＝傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など
�災害給付＝弔慰金、災害見舞金、家族弔慰金

�長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付
�退職共済年金＝組合期間や一定の条件を満たすことにより６５歳から支給（６５歳未満で受
給できる特例あり）

�障害共済年金・一時金＝組合員が在職中に病気やケガで障害が残る状況になったときに
支給

�遺族共済年金＝組合員又は組合員であった者が死亡したときに遺族に支給
�福祉事業＝保健、貯金、貸付などの各事業
�保健事業＝健康診断助成、健康管理研修助成、保健指導など
�貯金事業＝定期・積立貯金の受入
�貸付事業＝普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

�給付事業＝医療費補助、入院見舞金、結婚・出産祝金、育児・介護休業など
�助成事業＝人間・脳ドック、保養所利用、公的資格取得、文化体育活動など
�年金事業＝積立年金保険

健康診断（基本健診、結核検診、肝炎ウィルス検査、前立腺ガン検査、胃部レントゲン検査、
婦人がん検診、シフラ検査）

区 分

共済制度

職員互助会

職員の保健等に
関すること

件 数

０ 件

０ 件

０ 件

業 務 の 種 別

勤務条件に関する措置の要求の状況

不利益処分に関する不服申立ての状況

苦情の処理の状況

災害の概要災害認定件数

０

加入団体

地方公務員災害

補償基金徳島県

支部
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平
成
２４
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受

け
付
け
は
、
平
成
２５
年
２
月
１８
日

�
か
ら
平
成
２５
年
３
月
１５
日
�
ま

で
で
す
。還
付
申
告
は
、平
成
２５
年

２
月
１５
日
�
以
前
で
も
行
え
ま
す

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
な
ど
、税
務
署

の
閉
庁
日
は
、
税
務
署
で
の
相
談

お
よ
び
申
告
書
の
受
け
付
け
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）。ま
た
、申

告
書
は
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送
信

（
電
子
申
告
）、郵
便
や
信
書
便
に
よ

る
送
付
、
ま
た
は
税
務
署
の
時
間

外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.

nta.go.jp

）で
確
認
す
る
か
、
川

島
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
】

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
毎
年

１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の

１
年
間
に
生
じ
た
全
て
の
所
得
の

金
額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の

額
を
計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
で

納
め
た
税
金
な
ど
と
の
過
不
足
を

精
算
す
る
手
続
き
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
ご

自
分
で
作
成
し
て
、
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
国
内
に
住
所
を
持
っ
て
い

る
、
ま
た
は
現
在
ま
で
引
き
続
い

て
１
年
以
上
居
所
が
あ
る
方
は
、

所
得
が
生
じ
た
場
所
が
国
の
内
外

を
問
わ
ず
、
そ
の
全
て
の
所
得
に

つ
い
て
所
得
税
を
納
め
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

【
申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は
】

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額

な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
所
得
税
、

贈
与
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
青

色
申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
で
き

ま
す
。作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
を
利
用
し

て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

印
刷
し
た
「
書
面
」
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
所
得
税
の
確
定
申
告

の
手
引
き
」
や
申
告
書
用
紙
な
ど

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
申
告
書
の
税
務
署
へ
の
送
付
】

確
定
申
告
書
は
「
信
書
」
に
該

当
し
ま
す
の
で
、
税
務
署
に
送
付

す
る
場
合
に
は
、「
郵
便
物
」（
第

一
種
郵
便
物
）
ま
た
は
「
信
書
便

物
」
と
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
便
物
・
信
書
便
物
以
外
の
荷

物
扱
い
で
送
付
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。）。
詳
し
く
は
、
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
書
を
税
務
署

に
送
付
す
る
場
合
、
そ
の
郵
便
物

ま
た
は
信
書
便
物
の
通
信
日
付
印

に
表
示
さ
れ
た
日
を
提
出
日
と
み

な
し
ま
す
。
申
告
書
は
お
早
め
に

提
出
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
必
ず

郵
便
ま
た
は
信
書
便
を
利
用
さ
れ

る
よ
う
ご
留
意
願
い
ま
す
。

※
ゆ
う
パ
ッ
ク
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ

５
０
０
、
ゆ
う
メ
ー
ル
、
ポ
ス
パ

ケ
ッ
ト
で
は
、
信
書
を
送
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

日
本
郵
便
株
式
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

川
島
税
務
署

�
２５
‐
２
２
１
１

※
お
電
話
を
お
か
け
い
た
だ
き
ま

す
と
、
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用

件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
２４
年
度
「
税
の
作
文
」
で
、

優
秀
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

税
に
つ
い
て
の
作
文
は
、
租
税

教
育
の
一
環
と
し
て
、
税
の
し
く

み
や
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
（
社
）
徳
島
県
法
人
会
連
合
会

（
特
選
）

前
田

明
日
光
（
川
島
小
６
年
）

▽
（
社
）
徳
島
県
法
人
会
連
合
会

（
入
選
）

佐
藤

朝
香

（
山
瀬
小
６
年
）

枇
杷
谷

有
佐（
川
田
中
小
６
年
）

田
中

佑
典

（
山
瀬
小
６
年
）

▽
吉
野
川
・
阿
波
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

近
藤

紗
羽

（
鴨
島
小
６
年
）

元
木

紀
世
美
（
川
島
小
６
年
）

石
川

拓
朗
（
知
恵
島
小
６
年
）

佐
竹

美
羽

（
山
瀬
小
６
年
）

西
岡

優
佑（
市
立
川
島
中
３
年
）

山
�

彩
夏
（
鴨
島
東
中
３
年
）

▽
（
社
）
徳
島
県
法
人
会
連
合
会

（
佳
作
）

高
橋

歩
希

（
川
島
小
６
年
）

原
田

智
史

（
川
島
小
６
年
）

水
谷

侑
貴

（
牛
島
小
６
年
）

三
木

菜
々
子（
川
田
西
小
６
年
）

竹
本

楓
茄

（
川
田
小
６
年
）

大
谷

威
揮

（
学
島
小
６
年
）

渡
辺

大
輝
（
飯
尾
敷
地
小
６
年
）

木
野

雄
大

（
種
野
小
６
年
）

一
木

咲
梨
花（
西
麻
植
小
６
年
）

▽
徳
島
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞
（
入
選
）

大
岩

芽
依

（
山
川
中
２
年
）

河
野

颯
馬
（
県
立
川
島
中
３
年
）

岸
田

咲
笑
子（
鴨
島
第
一
中
２
年
）

▽
川
島
税
務
署
長
賞

竹
田

季
里
子（
鴨
島
第
一
中
１
年
）

大
島

紗
妃

（
川
島
高
１
年
）

葭
本

有
優
任（
吉
野
川
高
１
年
）

▽
川
島
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
会
長
賞
（
特
選
）

内
田

光
（
市
立
川
島
中
２
年
）

山
田

紗
耶
加（
鴨
島
第
一
中
２
年
）

▽
川
島
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
会
長
賞

森

琢
朗

（
山
川
中
２
年
）

上
原

梓
（
県
立
川
島
中
３
年
）

角

瑞
穂

（
鴨
島
東
中
３
年
）

�������������������������
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�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
																									
�������������������������



























《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
車
来
る

遠
回
り
で
も

歩
道
橋

野
口

美
咲
（
牛
島
小
学
校
３
年
）
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�������������������

８
2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ



�
�
�
��

�
�

�
�
�
��

�
�

��
��
��
����

��
��

確定申告は便利な確定申告は便利な e-Taxで！で！
e-Taxには
こんな特典があります

①最高 3,000 円の税額控除
平成 19年分から平成 24年分までの間でいずれか 1回。

②添付書類の提出を省略
医療費の領収書などの提出または掲示を省略することができます。
（法定申告期限から５年間、税務署から提出または掲示を求められることがあります。）

③還付がスピーディー
e-Tax で申告された還付申告は、早期処理しています。

④24 時間いつでも利用可能
所得税の申告期間中は、24時間 e-Tax の利用が可能です
（メンテナンス時間を除く。）。

１　電子証明書の取得
　　 市区町村窓口で発行する「公的個人認証サービス」に基づく電子証明書の取得が必要です（有効期間は 3年間）
２　ICカードリーダライタの購入
　　 家電量販店やインターネット販売等でお求めください。

おうちで作成
ネットで申告 イータックス　で　詳しい情報は e-Tax ホームページへ

申告と納税は期限内に！
所得税・贈与税

消費税・地方消費税
（個人事業者）

e-Tax のご利用に当たっては
事前に準備が必要です

e-Tax
国税電子申告・納税システム

検 索電子証明書 と があればICカードリーダライタ

4 月 1日（月）

 ３月15日（金）
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日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
に
、

年
金
加
入
記
録
の
確
認
と
、
年
金

制
度
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
を
毎
年
誕
生
月
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
ハ
ガ

キ
形
式
で
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

３５
歳
、
４５
歳
お
よ
び
５８
歳
の
方
を

節
目
の
年
齢
と
位
置
づ
け
、
当
該

年
齢
の
方
に
は
封
書
で
送
付
し
て

い
ま
す
。

節
目
の
年
齢
の
方
は
、「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
の
年
金
加
入
記
録

を
確
認
い
た
だ
き
、
加
入
記
録
に

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る
場

合
は
、
同
封
の
「
年
金
加
入
記
録

回
答
書
」
を
提
出
く
だ
さ
い
。

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
 


年
金
受
給
開
始
年
齢
に
よ
り
近

い
時
期
に
、
年
金
加
入
記
録
や
年

金
見
込
額
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
２５
年
度
か
ら
節

目
の
年
齢
の
「
５８
歳
」
を
「
５９
歳
」

に
変
更
し
ま
す
。

平
成
２５
年
度
に
「
５９
歳
」
に
な

る
方
に
は
、
平
成
２４
年
度
に
封
書

で
送
付
し
て
い
る
た
め
、
平
成
２５

年
度
に
は
ハ
ガ
キ
形
式
で
、
平
成

２６
年
度
に
「
５９
歳
」
に
な
る
方
に

は
、
封
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
!
"

（
１
）
ハ
ガ
キ
の
内
容
（
節
目
の

年
齢
以
外
の
方
）

（
２
）
封
書
の
内
容
（
節
目
の
年

齢
３５
歳
、
４５
歳
、
５８
歳
の
方
）

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

徳
島
北
年
金
事
務
所

�
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

�
２２
‐
２
２
１
３

#
$
%
&
�
'
(
)
*
+

,
-
.
/
0
1
2�

*
.

0�

�
3
4
5
	
6
)

▽
吉
野
川
安
定
所
管
内
人
権
啓
発

企
業
連
絡
会
と
は
？

吉
野
川
公
共
職
業
安
定
所
管
内
、

吉
野
川
市
と
阿
波
市
（
阿
波
町
を

除
く
）
の
企
業
を
主
体
に
１５
社

（
平
成
２４
年
４
月
現
在
）
で
組
織

さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。
平
成
１４

年
１２
月
に
発
足
し
て
以
来
、
企
業

の
立
場
か
ら
同
和
問
題
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▽
活
動
の
目
的
は
？

会
員
企
業
が
社
内
の
人
権
啓
発

研
修
に
取
り
組
み
、
全
て
の
従
業

員
が
、
安
心
し
て
働
き
や
す
い
職

場
環
境
作
り
に
努
め
、
従
業
員
一

人
一
人
の
、
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
び
・
交

流
し
た
こ
と
を
会
員
企
業
間
で
役

立
て
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
も
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る

企
業
活
動
の
分
野
で
人
権
文
化
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▽
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
か
？

○
研
修

会
員
企
業
の
研
修
・
啓
発
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
人
権
啓
発
講
演
会

外
部
講
師
を
招
い
て
、
企
業
の

人
権
啓
発
に
つ
い
て
研
修
を
受
け

て
い
ま
す
。

●
先
進
地
視
察
研
修

○
広
報
誌

毎
年
、
広
報
誌
「
き
ず
な
」
を

発
刊
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
き
ず

な
」
に
は
、
先
進
地
視
察
研
修
の

報
告
、
吉
野
川
公
共
職
業
安
定
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
等
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

吉
野
川
市
人
権
課
で
は
各
種
人

権
啓
発
に
関
す
る
ビ
デ
オ
を
多
数

取
り
そ
ろ
え
て
お
り
ま
す
。
企
業

や
個
人
、
団
体
に
関
わ
ら
ず
無
料

で
貸
し
出
し
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
人
権
啓
発

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
人
企
連
で
は
会
員
企
業

を
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
、
両

市
人
権
課
・
教
育
委
員
会
ま
た
は

吉
野
川
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
人
権
課
�
２２
‐
２
２
２
９

国
民
年
金
だ
よ
り

共
通

�
�
�
�
�
�
�
�
�

お知らせする内容

・これまでの加入実績
に応じた年金額

・これまでの年金加入
期間
・これまでの保険料納
付額
・最近の月別状況

・老齢年金の見込額

対象年齢

５０歳未満

５０歳以上

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
だ
さ
な
い

わ
た
し
の
い
の
ち
は

ひ
と
つ
だ
け

笠
井

萌
々
香
（
森
山
小
学
校
２
年
）

��������	
���
������������������� !"�#$

共
通

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

お知らせする内容

・これまでの加入実績
に応じた年金額

・これまでの年金加入
期間

・これまでの保険料納
付額

・これまでの加入履歴
・厚生年金保険の標準
報酬月額と保険料納
付額の月別状況

・これまでの国民年金
保険料の納付状況

・老齢年金の見込額

対象年齢

３５歳
４５歳

５８歳

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ９
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メタル

スラグ

ごみを溶融してできたメタ
ルは金属原料として利用し
ています。　

金属原料

ごみを溶融してできたスラ
グは、ブロックや舗装材など
の建設資材として利用され
　　　　　　　ます。

建設資材　
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平成２３年度吉野川市家庭系ごみ排出量［単位：tトン］
１人あたり（１年間）
のごみ排出量

１８６．２kg

計

８，３０５

大型複合（粗大）

５８

小型複合

１０９

可燃ごみ

８，１３８

中央広域環境センターで資源として活用したもの
H２３年度
副産物量

１，９６６t

３３１t

３２０t

３０，１１８
千Nm３

７２９t

活用されるもの

建設資材

塩ビ製品・融雪剤

非鉄金属原料

施設内設備のガスエン
ジン発電機の燃料

化学薬品

副産物の種類

溶融スラグ

工業塩

金属水酸化物

精製ガス

濃縮塩水

��������������		
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト

命
を
守
る

お
守
り
に

石
田

真
夢
実
（
鴨
島
小
学
校
６
年
）

集積場所に設置
している看板

１０
2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ
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高
開
石
積
み

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

１２
月
１５
・
１６
日
、
美
郷
の
高
開

地
区
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
美
郷
宝
探
し
探
検
隊
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幾
重
に
も
連
な
る
段
々
畑
の
石

積
み
が
、
並
べ
ら
れ
た
ラ
イ
ト
で

照
ら
さ
れ
、
美
郷
の
冬
空
に
幻
想

的
な
光
景
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま

し
た
。

ま
た
、
訪
れ
た
人
々
は
、
フ
ァ

イ
ア
ー
ダ
ン
ス
と
ジ
ャ
ン
ベ
（
ア

フ
リ
カ
の
民
族
楽
器
）
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
あ

め
湯
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

消
防
団
年
末
警
戒

１２
月
２８
・
２９
日
、
市
消
防
団
の

年
末
警
戒
が
各
方
面
の
消
防
団
ご

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防

団
員
が

車
や
徒

歩
で
、

市
民
の

方
に
火

の
用
心

を
呼
び

か
け
ま

し
た
。

第
５９
回
徳
島
駅
伝

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島

県
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
徳
島
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
野
川
市

チ
ー
ム
は
、

全
選
手
の
健

闘
に
よ
り
、

チ
ー
ム
表
彰

と
し
て
努
力

賞
に
選
ば
れ
、

来
年
に
つ
な

が
る
走
り
を

し
ま
し
た
。

（
表
紙
写
真
）

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
運

動
推
進
功
労
者
「
内
閣
官

房
長
官
表
彰
」
受
賞

１２
月
２７
日
、
市
役
所
で
内
閣
官

房
長
官
表
彰
受
賞
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

桑
田
ト
シ
江
さ
ん
は
長
年
に
わ

た
り
「
生
活
学
校
」
の
活
動
を
と

お
し
て
身
近
な
地
域
や
暮
ら
し
の

問
題
な
ど
の
改
善
に
地
域
の
仲
間

や
行
政
と
の
協
働
で
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
た
た

え
ら
れ
、
内
閣
官
房
長
官
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
桑
田
さ
ん
の
活
動
の
母

体
と
な
っ
た
「
森
藤
村
づ
く
り
推

進
協
議
会
」
も
、
公
益
財
団
法
人

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２５
年

吉
野
川
市
成
人
式

１
月
３
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
２５
年
の
成
人
式
が

開
催
さ
れ
、
新
成
人
３
８
１
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
に
引
き

続
き
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。
先
生
方
の
姿
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
新

成
人
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
市
長
や
来
賓
の

方
々
の
祝
辞
を
受
け
、
新
成
人
を

代
表
し
て
堀
田
実
沙
さ
ん
（
鴨
島

町
）
が
、「
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
と
い
う
強
い
意
志
で
し
っ
か
り

と
歩
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

��
��
��
��

優美で幻想的な雰囲気に包まれた
石積みのライトアップ

受賞された桑田トシ江さん（写真中央）と森藤
村づくり推進協議会の後藤田滋さん（写真左）

成人式実行委員会の皆さんが、式典の司会
進行などで活躍しました

鴨島鳳翔太鼓による勇壮な太鼓の響きを楽しみました新成人を代表して謝辞を述べる堀田実沙さん希望に夢を膨らませた新成人

地域の安心と安全を守る消防団員
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
う
こ
う
は
ん

こ
え
か
け
あ
っ
て

あ
ん
ぜ
ん
に

須
藤

愛
由
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
２
年
）

2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ１１



吉
野
川
市
消
防
団出

初
式

１
月
１３
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
吉
野
川
市
消
防
団
の
出

初
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労
者
へ
の

表
彰
や
観
閲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
石
田
昌
俊
（
鴨
島
方
面
第
７
分

団
長
）
▼
河
野
收
三
（
鴨
島
方
面

第
１１
分
団
長
）
▼
松
浦
昭
（
鴨
島

方
面
第
１３
分
団
長
）
▼
阿
部
直
司

（
川
島
方
面
第
１
分
団
長
）
▼
大

久
保
浩
一
（
川
島
方
面
第
９
分
団

長
）
▼
原
田
雅
雪
（
山
川
方
面
第

３
分
団
長
）
▼
西
岡
謙
二
（
山
川

方
面
第
８
分
団
長
）
▼
川
村
順
一

（
美
郷
方
面
本
団
副
団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会

◇
功
績
章

▼
福
島
茂
（
鴨
島
方
面
第
５
分
団

長
）
▼
三
見
和
裕
（
鴨
島
方
面
第

６
分
団
長
）
▼
森
靖
（
鴨
島
方
面

第
１２
分
団
長
）
▼
川
村
成
治
（
川

島
方
面
第
４
分
団
長
）
▼
枝
澤
幹

太
（
川
島
方
面
第
１０
分
団
長
）
▼

馬
郷
常
美
（
山
川
方
面
第
２
分
団

副
分
団
長
）
▼
熊
代
美
仁
（
山
川

方
面
第
６
分
団
長
）
▼
三
宅
正
仁

（
山
川
方
面
第
７
分
団
長
）
▼
和

泉
啓
展（
美
郷
方
面
第
５
分
団
長
）

◇
精
績
章

▼
岸
田
正
幸
（
鴨
島
方
面
第
２
分

団
長
）
▼
松
岡
育
弘
（
鴨
島
方
面

第
３
分
団
長
）
▼
奥
山
哲
朗
（
鴨

島
方
面
第
５
分
団
副
分
団
長
）
▼

中
川
貴
裕
（
鴨
島
方
面
第
６
分
団

副
分
団
長
）
▼
藤
田
正
光
（
鴨
島

方
面
第
９
分
団
副
分
団
長
）
▼
大

島
豊
（
鴨
島
方
面
第
１３
分
団
副
分

団
長
）
▼
池
内
照
明
（
川
島
方
面

第
５
分
団
長
）
▼
長
野
正
（
川
島

方
面
第
７
分
団
長
）
▼
佐
藤
政
俊

（
川
島
方
面
第
７
分
団
副
分
団

長
）
▼
上
田
洋
明
（
川
島
方
面
第

７
分
団
部
長
）
▼
滝
本
和
利
（
山

川
方
面
第
２
分
団
部
長
）
▼
工
藤

正
光
（
山
川
方
面
第
３
分
団
班

長
）
▼
木
屋
村
晃
（
山
川
方
面
第

４
分
団
部
長
）
▼
安
友
照
博
（
山

川
方
面
第
６
分
団
班
長
）
▼
勢
登

和
好
（
山
川
方
面
第
６
分
団
班

長
）
▼
和
泉
隆
啓
（
美
郷
方
面
第

５
分
団
副
分
団
長
）
▼
坂
口
一
弘

（
美
郷
方
面
第
５
分
団
班
長
）

こ
の
ほ
か
、
徳
島
県
消
防
協
会

長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
が
５
人

の
方
に
、
吉
野
川
市
分
会
長
表
彰

が
２９
人
に
、
吉
野
川
市
長
表
彰
が

３４
人
に
、
吉
野
川
市
消
防
団
長
表

彰
が
６
つ
の
分
団
に
、
吉
野
川
警

察
署
長
感
謝
状
が
４
人
の
方
と
行

方
不
明
者
等
捜
索
協
力
分
団
２
分

団
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退

職
消
防
団
員
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１２
月
５
日
に
山
川
町
前
川
の
明

石
都
さ
ん
、
１２
月
１７
日
に
鴨
島
町

西
麻
植
の
國
見
テ
ル
さ
ん
が
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
市
や
県

か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

明
石
さ
ん
は
、
１８
歳
で
結
婚
さ

れ
、
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
は
高
齢
者
住
宅
で

生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

病
気
は
さ
れ
た
こ
と
な
く
、
元
気

で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
友
人
と

お
茶
を
飲
む
こ
と
と
、
テ
レ
ビ
を

見
る
こ
と
が
楽
し
み
で
、
特
に
相

撲
と
野
球
が
好
き
で
、
巨
人
フ
ァ

ン
と
の
こ
と
で
す
。

國
見
さ
ん
は
、
若
い
頃
に
は
国

家
公
務
員
で
転
勤
の
多
か
っ
た
夫

と
と
も
に
、
全
国
を
転
々
と
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
夫
の
退
職
後
、

鴨
島
で
生
活
さ
れ
、
民
生
委
員
な

ど
を
担
い
、
地
域
の
た
め
に
尽
力

く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は

施
設
で
生
活
さ
れ
て
い
て
、
気
分

の
い
い
時
に
は
自
分
で
料
理
も
作

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

吉
野
川

市
内
の
百

歳
以
上
の

長
寿
者
は

２９
人
（
女

性
２４
人
男

性
５
人
）

に
な
り
ま

し
た
。

業
務
協
力
協
定
を
締
結

１
月
４
日
、
上
下
水
道
料
金
の

徴
収
業
務
を
委
託
し
て
い
る
民
間

業
者
「
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
」
と
、
独
居

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
や
災
害
時

の
給
水
支
援
な
ど
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
従
業
員
が
料
金

徴
収
や
検
針
な
ど
の
業
務
で
高
齢

者
宅
等
を
訪
問
し
た
際
、
異
常
が

あ
れ
ば
市
の
関
係
部
署
に
通
報
し

た
り
、
大
規
模
災
害
に
よ
る
断
水

時
に
は
、
同
社
が
保
有
す
る
給
水

タ
ン
ク
を
手
配
す
る
な
ど
応
急
給

水
活
動
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。大規模災害に備えて 明石 都さん國見 テルさん

代表謝辞を述べる河野 收三さん

新春恒例の消防団出初式
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
青
だ
け
ど

車
は
ぼ
く
を

み
て
る
か
な

河
野

響
稀
（
西
麻
植
小
学
校
５
年
）

１２
2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ



人
権
の
花
写
生
大
会
表
彰

１２
月
１０
日
、
市
役
所
大
会
議
室

に
お
い
て
、
人
権
の
花
運
動
写
生

大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
川
島
小
学
校

最
優
秀
賞

三
木

愛
翔
（
４
年
）

優
秀
賞

�
橋

悠
斗
（
６
年
）

川
仁

万
利
花
（
４
年
）

新
谷

千
尋
（
４
年
）

後
藤
田

茉
奈
（
４
年
）

○
学
島
小
学
校

最
優
秀
賞

矢
田

英
里
子
（
６
年
）

優
秀
賞

太
田

つ
ぐ
み
（
６
年
）

後
藤

未
来
（
６
年
）

毛
笠

梨
奈
（
６
年
）

安
田

愛
梨
（
６
年
）

○
種
野
小
学
校

最
優
秀
賞

佐
藤

来
夏
（
６
年
）

優
秀
賞

北
村

唯
音
（
６
年
）

玉
川

尋
（
６
年
）

�
田

柊
輝
（
５
年
）

尾
�

由
貴
（
５
年
）

統
計
功
績
者
表
彰
伝
達
式

１２
月
２６
日
、
県
庁
で
統
計
功
績

者
に
対
す
る
表
彰
お
よ
び
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省
な
ど
が
所
管
す
る
各

種
統
計
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、

特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

統
計
調
査
員
、
事
業
所
を
各
大
臣

が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
本
市
で

は
、
上
田
貞
子
さ
ん
（
山
川
町
）

が
永
年
に
よ
る
統
計
調
査
員
と
し

て
の
功
績
を
評
価
さ
れ
「
総
務
大

臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

美
郷
一
周
駅
伝

１２
月
２
日
、
美
郷
地
区
で
恒
例

の
美
郷
一
周
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

県
内
の
６９
チ
ー
ム
４
１
４
人
が

参
加
し
、
６
区
間
約
２０
㎞
の
コ
ー

ス
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

徳
島
東
工
Ｏ
Ｂ

Ａ

準
優
勝

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｎ－

Ａ

三
位

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｅ－

１

知
恵
島
地
区
公
民
館

し
ゅ
ん
工
記
念
式
典

１２
月
１６
日
、
知
恵
島
地
区
公
民

館
の
し
ゅ
ん
工
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

運
営
委
員
、
婦
人
会
、
天
寿
会
、

ま
た
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の
も

と
、
知
恵
島
小
、
幼
の
生
徒
や
園

児
に
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
サ
ザ

エ
の
つ

ぼ
焼
き

等
が
振

る
舞
わ

れ
盛
大

に
終
え

る
こ
と

が
で
き

ま
し
た
。

「
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
」

デ
モ
体
験

１２
月
２０
日
に
市
長
が
「
ｅ－

Ｔ

ａ
ｘ
」
デ
モ
体
験
を
し
ま
し
た
。

「
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
」
は
、
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
て
お
け
ば
、
自
宅
や

事
務
所
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
国
税
に
関
す
る
申
告
や
納
税
、

申
請
、
届
け
出
な
ど
の
手
続
き
が

で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

優
良
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
表
彰

１０
月
１８
日
、
第
８１
回
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、

「
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰
」
を
山
川
地
区
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
活
動
が
優
秀
で

他
の
範
と
す
る
に
値
す
る
と
認
め

ら
れ
た
民
児
協
に
対
し
て
授
与
さ

れ
る
名
誉
あ
る
表
彰
で
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
児
童
・
母
子
世
帯
な

ど
要
援
護
者
の
調
査
・
実
態
把
握
、

相
談
支
援
、
各
種
行
事
へ
の
参
加

協
力
や
自
主
的
な
地
域
福
祉
活
動

等
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

上田貞子さん

山川地区民生委員児童委員協議会の皆さん

山里を快走�

知恵島地区公民館 確定申告は便利な「ｅ－Ｔａｘ」で�

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
い
そ
ぎ
足

あ
せ
る
心
は

じ
こ
の
も
と

重
本

七
海
（
知
恵
島
小
学
校
３
年
）

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

受賞者の皆さんで記念撮影

2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ１３
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育
児
用
品
購
入
費
助
成
の
お

知
ら
せ

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
吉
野
川

市
内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
育
児
用
品

代
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▽
申
請
が
で
き
る
方

平
成
２４
年
４
月

１
日
以
後
に
出
生
し
た
１
歳
未
満
の
乳

児
の
保
護
者
で
、
購
入
お
よ
び
申
請
時

に
乳
児
・
保
護
者
と
も
に
吉
野
川
市
民

の
方
で
、
市
税
に
滞
納
の
な
い
世
帯
の

方▽
対
象
品
目

吉
野
川
市
内
で
購
入
し
た
、
ミ
ル
ク
、

お
む
つ
、
清
拭
用
品
（
お
し
り
拭
き
、

清
拭
剤
）

▽
補
助
金
額

乳
児
１
人
に
つ
き
２
万
円
ま
で

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

○
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

○
申
請
者
名
義
の
振
込
口
座
預
金
通
帳

（
郵
送
の
場
合
は
表
紙
お
よ
び
口
座
番

号
・
名
義
人
の
記
載
の
あ
る
ペ
ー
ジ
の

コ
ピ
ー
を
添
付
）

○
補
助
金
等
交
付
申
請
書
お
よ
び
補
助

金
等
交
付
請
求
書【
子
育
て
支
援
課（
本

館
１
階
）お
よ
び
各
支
所
地
域
課（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）】に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▽
該
当
期
間

１
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.city.yoshinogaw

a
.lg
.

jp/問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６－

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５－

１

市
子
育
て
支
援
課

�
２２
‐
２
２
６
６

吉
野
川
市
新
婚
世
帯
家
賃
補

助
事
業
の
お
知
ら
せ

吉
野
川
市
で
は
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
を
対
象
に
家

賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▽
補
助
対
象
世
帯

平
成
２４
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届

を
提
出
し
て
か
ら
１
年
以
内
で
あ
り
、

届
け
出
時
に
夫
婦
と
も
に
４０
歳
未
満
の

新
婚
世
帯
。

▽
主
な
補
助
要
件

○
平
成
２４
年
４
月
１
日
以
降
に
吉
野
川

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
お
い
て
賃
貸

借
契
約
を
行
い
入
居
し
て
い
る
世
帯

○
夫
婦
い
ず
れ
か
一
方
が
借
主
（
契
約

者
）
で
あ
る
こ
と

○
家
賃
が
月
額
３
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と▽
申
込
期
間

平
成
２４
年
４
月
１
日
〜
平
成
２６
年
３
月

３１
日
ま
で

▽
補
助
金
の
額

月
額
１
万
円
を
２４
カ
月
間
補
助

▽
提
出
書
類

○
補
助
金
交
付
申
請
書

○
戸
籍
謄
本
ま
た
は
全
部
事
項
証
明
書

○
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

○
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

○
住
宅
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

○
住
宅
手
当
支
給
証
明
書

市
都
市
計
画
住
宅
課
（
東
館
２
階
）

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
都
市
計

画
住
宅
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
都
市
計
画
住
宅
課

住
宅
係

�
２２
‐
２
２
２
５

軽
自
動
車
お
よ
び
二
輪
バ
イ

ク
等
の
所
有
者
の
方
へ

軽
自
動
車
税
が
毎
年
課
税
さ
れ
て
い

る
車
両
で
、
す
で
に
解
体
ま
た
は
盗
難

等
に
よ
り
、
事
実
上
所
有
し
て
お
ら
ず
、

何
ら
か
の
理
由
で
廃
車
手
続
き
も
完
了

し
て
い
な
い
車
両
が
あ
る
場
合
は
、
税

務
課
（
本
館
２
階
）
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
申
告
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
内

容
に
よ
り
手
続
き
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

�
２２
‐
２
２
１
５

��
��
��
��
��

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
い
っ
て
き
ま
す

そ
の
笑
顔

帰
り
も
ね

綾

悠
一
郎
（
川
島
小
学
校
５
年
）

１４
2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ



奨
学
金
貸
与
の
申
し
込
み

平
成
２５
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
与
要
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
方

②
向
学
意
欲
が
旺
盛
で
成
績
が
優
秀
な

方③
市
内
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

の
子
。
父
・
母
と
も
に
い
な
い
方
は
、

本
人
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

貸
与
月
額

○
高
等
学
校

県
立
高
等
学
校
の
全
日

制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す
る
金
額

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

○
国
立
大
学

２
万
円

○
私
立
大
学

２
万
５
０
０
０
円

貸
与
金
の
償
還

大
学
卒
業
の
場
合
は
１５
年
以
内
、
高

校
卒
業
の
場
合
は
２０
年
以
内
の
均
等
償

還※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
所
得
証
明
書
（
子
ど
も
を
除
く
世
帯

全
員
分
）

③
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

④
成
績
証
明
書

⑤
誓
約
書
な
ど

※
申
請
関
係
書
類
は
学
校
教
育
課
（
東

館
３
階
）、
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

３
月
１
日
�
〜
２９
日
�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
学
校
教
育
課

�
２２
‐
２
２
７
３

奨
学
金
申
請
等
に
必
要
な
所

得
証
明
に
つ
い
て

奨
学
金
申
請
書
、
奨
学
金
償
還
減
免

申
請
書
お
よ
び
授
業
料
免
除
申
請
書
に

添
付
が
必
要
な
所
得
証
明
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
平
成
２５
年
か
ら
無
料
と
な
り

ま
し
た
。

た
だ
し
、
所
得
証
明
書
発
行
申
請
時

に
奨
学
金
申
請
書
ま
た
は
奨
学
金
償
還

減
免
申
請
書
お
よ
び
授
業
料
免
除
申
請

書
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件

と
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
際
に
は
当
該

申
請
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
世
帯
員
と
の
続
柄
の
証
明
が
必

要
な
場
合
は
、
別
途
住
民
票
（
有
料
）

の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

�
２２
‐
２
２
１
５

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
お
願
い

市
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
と
お

し
て
、
定
住
促
進
や
都
市
住
民
と
の
交

流
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
空
き
家
情
報
提
供
事
業
「
空
き

家
バ
ン
ク
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま

す
。こ

の
事
業
は
、
空
き
家
を
所
有
す
る

方
で
、
売
却
や
賃
貸
の
希
望
が
あ
る
方

に
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
、

空
き
家
を
購
入
し
た
い
方
や
借
り
た
い

方
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

吉
野
川
市
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課

�
２２
‐
２
２
２
６

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火 災

０件

１２件

救急出動

１１７件

１，５５５件

１１
月

累
計

１１
月

累
計

※
累
計
は
平
成
２４
年
１
月
か
ら
の
も
の

市民のうごき

住民基本台帳（前月比）

（－５５）

（－２３）

（－３２）

（ －４）

※６５歳以上人口

計１３，３２９人 男５，５１０人 女７，８１９人

平成２５年１月１日現在

１７，９４３世帯

４４，５３５人

２１，０２６人

２３，５０９人

計

男

女

世帯数

�人 権 相 談�

飯尾敷地コミュニティセンター

吉野川市交流センター人権擁護委員会室

山川庁舎１階１０１会議室

飯尾敷地コミュニティセンター

�行 政 相 談�

美郷庁舎２階大会議室

山川庁舎１階１０１会議室

川島公民館会議室

市役所本館４階１４１会議室

� 司 法 書 士 会 に よ る 無 料 法 律 相 談 �

市役所本館４階１４１会議室

市役所本館４階１４１会議室

１３：３０～１６：００

１３：３０～１６：００

１３：３０～１６：００

１３：３０～１６：００

１３：００～１６：００

１０：００～１２：００

１３：００～１６：００

９：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

２月１４日�

２月１９日�

２月２６日�

３月１４日�

２月２１日�

３月４日�

３月５日�

３月１４日�

２月１５日�

３月１５日�

虐待では？ 思ったときは、まず通報！地域包括支援センター�２２‐２２６５

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
い
の
ち
よ
り

だ
い
じ
な
よ
う
じ

あ
り
ま
す
か

濱
田

里
桜
（
学
島
小
学
校
３
年
）

2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ１５
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筋
力
ア
ッ
プ
教
室
「
パ
ワ
ー
・

デ
イ
」
参
加
者
募
集

対
象
者

市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方

利
用
期
間

４
月
〜
６
月

実
施
場
所

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
２１
（
川
島
町
川
島
１
０
６－

２
）

�
２６
‐
３
０
１
０

※
見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。
実
施
場
所
ま

で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
本
館
２

階
）、
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切

３
月
１５
日
�

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
入
門
・
向

上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な

ど
を
使
用
し
た
運
動

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
申
請
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課

地
域
支
援
係

�
２２
‐
２
２
６
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
交
流
会
参
加
者
募

集
（
無
料
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

と
き

３
月
８
日
�
午
前
１０
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分

と
こ
ろ

川
島
庁
舎
２
階
大
会
議
室

内
容

太
極
拳
で
気
軽
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

講
師

小
田

眞
由
美

さ
ん

募
集
対
象

吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
お
よ
び
子

育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

準
備
物

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

参
加
方
法

当
日
参
加
可

※
な
お
、
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
は
、

託
児
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
２
月

２０
日
�
〜
３
月
４
日
�
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

☆
初
め
て
の
方
も
、
子
育
て
支
援
に
関

心
の
あ
る
方
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

�
２５
‐
６
６
１
６

市
子
育
て
支
援
課

�
２２
‐
２
２
６
６

「
吉
野
川
市
暮
ら
し
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
改
訂
版
掲
載
の

広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま
す

吉
野
川
市
で
は
、
市
役
所
で
の
各
種

手
続
き
や
市
民
生
活
に
役
立
つ
行
政
情

報
、
地
元
特
産
品
の
紹
介
、
観
光
、
文

化
な
ど
地
域
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し

た
「
吉
野
川
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
改
訂
版
を
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官

民
協
働
で
作
成
し
、
市
内
全
世
帯
に
配

布
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

が
広
告
主
を
募
集
し
、
そ
の
広
告
費
で

印
刷
・
製
本
、
配
布
す
る
た
め
、
行
政

の
財
政
負
担
を
伴
わ
ず
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

広
告
主
募
集
の
た
め
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
担
当
者
が
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
広
告
掲
載
に
つ
い
て

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
徳
島
支
店

�
０
８
８
（
６
２
３
）
０
５
３
０

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

市
企
画
財
政
課

�
２２
‐
２
２
２
１

新
年
度
か
ら
気
持
ち
新
た
に

運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

�������	
�������
������������ �������� �!""!#��$"�#���%&'&('&)*)+,� 

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
わ
た
る
時

必
ず
止
ま
っ
て

右
左

柘
原

茜
（
山
瀬
小
学
校
５
年
）

１６
2013年（平成25年）2月13日
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美
郷
梅
の
花
ま
つ
り

開
催
期
間

２
月
中
旬
〜
３
月
中
旬

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
期
間
中
、
次
の

催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
梅
の
花
見
ウ
オ
ー
ク

と
き

３
月
３
日
�
小
雨
決
行

と
こ
ろ

美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
１０
時

参
加
費

無
料

参
加
賞

先
着
７
０
０
人
に
特
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
梅
の
花
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
き

３
月
８
日
�
〜
１０
日
�
、
３
月

１５
日
�
〜
１７
日
�
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

き
の
こ
の
里（
美
郷
字
田
平
）

◆
梅
の
花
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

提
出
場
所

美
郷
物
産
館

応
募
締
切
日

３
月
２０
日
�
当
日
消
印

有
効

問
い
合
わ
せ

美
郷
物
産
館

�
２６
‐
７
８
８
８

「
喫
煙
と
歯
肉
」
講
演
会

喫
煙
や
受
動

喫
煙
が
少
な
か

ら
ず
身
体
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
現
代
社

会
で
は
禁
煙
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

一
人
一
人
が
注
意
を
は
ら
う
こ
と
で

喫
煙
に
よ
る
生
活
習
慣
病
等
を
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
、
健
康
の
維
持
や
介
護

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

講
演
で
は
歯
科
医
師
で
あ
る
中
博
芳

先
生
に
喫
煙
に
よ
る
歯
周
病
か
ら
全
身

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。

と
き

３
月
２８
日
�
午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館

講

師

中

博
芳
さ
ん
（
な
か
歯
科

医
院
院
長
）

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館

�
２４
‐
５
１
１
１

市
介
護
保
険
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）

�
２２
‐
２
２
６
５

吉
野
川
市
指
定
無
形
文
化
財

『
湯
神
楽
の
神
事
』（
川
島
町
学

字
王
子
）

川
島
町
西
出
目
の
八
幡
神
社
で

は
、
古
来
よ
り
毎
年
１
月
９
日
に

「
湯
神
楽
の
神
事
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
湯
神
楽
は
境
内
に
「
か

ま
ど
」
を
築
き
大
釜
で
湯
を
沸
か

し
、
榊
の
葉
を
ち
ぎ
っ
て
釜
に
入

れ
る
。
湯
が
沸
い
て
く
る
と
、
神

職
が
束
ね
た
青
笹
を
煮
え
た
ぎ
る

湯
に
浸
し
、
平
伏
す
る
氏
子
の
頭

上
の
四
方
に
湯
気
を
打
ち
振
る
。

沸
い
た
湯
を
竹
の
筒
に
入
れ
神
前

は
ら

に
供
え
、
厄
を
祓
い
、
無
病
息
災

を
祈
願
し
ま
す
。（川

島
町
史
よ
り
）

吉
野
川
市
の
宝
も
の

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

と
き

２
月
２４
日
�
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ

市
役
所
本
館
１
階
相
談
室
１１

内
容

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
相
談

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

徴
収
係�

２２
‐
２
２
１
５

梅の花ライトアップ

梅の花見ウオーク

中 博芳さん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
お
し
ん
ご
う

き
ち
ん
と
み
た
ら

わ
た
ろ
う
ね

藤
本

琥
百
（
川
田
西
小
学
校
１
年
）

吉野川市の宝物「西麻植八幡神社の両部鳥居」の所在を「壇の原」と掲載しま
したが、正しくは「檀の原」です。

広報よしのがわ
１月号の訂正

2013年（平成25年）2月13日
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高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
職
業
訓

練
生
の
募
集
に
つ
い
て

◆
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
（
６
カ
月
）

機
械
図
面
作
成
や
機
械
加
工
の

知
識
お
よ
び
関
連
知
識（
測
定
等
）、

Ｎ
Ｃ
機
械
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
お

よ
び
機
械
操
作
に
必
要
な
知
識
の

習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

訓
練
期
間
：
４
月
１
日
�
〜
９
月

３０
日
�

◆
電
気
設
備
科
（
６
カ
月
）

電
気
工
事
に
関
連
す
る
理
論
や

法
令
、
電
気
機
器
の
制
御
方
法
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、そ
の
施
工
・

実
習
を
通
し
て
技
術
の
習
得
を
め

ざ
し
ま
す
。

訓
練
期
間
：
４
月
１
日
�
〜
９
月

３０
日
�

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６

カ
月
）

木
造
住
宅
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
、
構
造
、
法
規
等
を
理
解
し
、

実
際
に
模
擬
家
屋
を
建
て
、技
能
・

技
術
の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

訓
練
期
間
：
４
月
１
日
�
〜
９
月

３０
日
�

◆
対
象
者

公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

等
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

等
は
必
要
で
す
。

募
集
期
間

３
月
４
日
�
ま
で

問
い
合
わ
せ

土
日
祝
を
除
く
平
日

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
支
援
機
構

徳
島
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島
）

�
０
８
８（
６
５
４
）５
１
０
２

日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
『
法
テ
ラ
ス
』

【
情
報
提
供
】

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の

方
々
に
、
法
制
度
に
関
す
る
情
報

と
、
相
談
機
関
・
団
体
等
相
談
窓

口
に
関
す
る
情
報
を
無
料
で
提
供

し
ま
す
。

日
時

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

�
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
７
５

（
予
約
優
先
制
）

※
面
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
無
料
法
律
相
談
】

経
済
的
余
裕
の
な
い
方
が
法
的

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
に
、
無

料
で
法
律
相
談
を
行
い
、
必
要
な

場
合
は
弁
護
士
・
司
法
書
士
の
費

用
の
立
て
替
え
を
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
資
力
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時

弁
護
士
相
談
（
月
・
火
・

水
・
金
曜
日
の
午
後
２
時
３０
分
〜

４
時
、
木
曜
日
の
午
後
１
時
３０
分

〜
午
後
４
時
）、
司
法
書
士
相
談

（
金
曜
日
の
午
前
１０
時
〜
正
午
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所

法
テ
ラ
ス
徳
島
（
徳
島
市

新
蔵
町
１
丁
目
３１
）

※
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法

テ
ラ
ス
）は「
総
合
法
律
支
援
法
」

に
も
と
づ
い
て
国
が
設
立
し
た
公

的
な
法
人
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
徳
島
地

方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
徳
島
）

�
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
７
５

津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す

気
象
庁
で
は
、
平
成
２５
年
３
月

７
日
か
ら
改
善
し
た
津
波
警
報
の

運
用
を
開
始
し
ま
す
。
巨
大
地
震

の
発
生
に
よ
り
東
日
本
大
震
災
級

の
津
波
を
予
想
し
た
場
合
、
大
津

波
警
報
に
「
巨
大
」
と
い
う
言
葉

を
用
い
て
発
表
し
ま
す
の
で
、
最

大
限
の
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
津
波
警
報
な
ど
を
見
聞

き
し
た
場
合
、
直
ち
に
安
全
な
場

所
（
高
台
や
避
難
ビ
ル
）
へ
避
難

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
海

岸
付
近
で
「
強
い
揺
れ
」「
長
く

ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ
」
を
感
じ

た
場
合
も
自
ら
の
判
断
で
直
ち
に

安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、

自
ら
の
判
断
で
安
全
な
場
所
へ
避

難
し
て
、
命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
津
波
警
報
な
ど
の
詳
し

い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検

索
サ
イ
ト
で
「
津
波
警
報
が
変
わ

り
ま
す
」
と
入
力
し
、
そ
の
リ
ン

ク
先
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

�
０
８
８
（
６
２
６
）
０
６
７
６

木
造
住
宅
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

県
産
木
材
の
需
要
拡
大
の
た
め
、

阿
波
市
・
吉
野
川
市
内
の
木
造
住

宅
の
見
学
会
を
バ
ス
ツ
ア
ー
で
実

施
し
ま
す
。

と
き

３
月
２
日
�
午
後
０
時
３０

分
〜
４
時
３０
分

と
こ
ろ

阿
波
市
内
２
軒
・
吉
野

川
市
内
２
軒

集
合
場
所

阿
波
市
役
所
ま
た
は

県
吉
野
川
合
同
庁
舎

申
込
期
限

２
月
２０
日
�

募
集
人
数

先
着
５０
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

東
部
農
林
水
産
局
（
吉
野
川
）
林

務
担
当

�
２６
‐
３
７
９
２

吉野川市は人権文化の花咲くまちづくりをめざします。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
は

方
向
確
認

し
っ
か
り
と

篠
原

大
輝
（
川
田
中
小
学
校
５
年
）

１８
2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ



第
３
回
久
保
田
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
市
民
健
康
ハ
イ

キ
ン
グ
参
加
者
募
集

と
き

３
月
２
日
�
雨
天
の
場
合

は
３
月
３
日
�

集
合
場
所

久
保
田
公
民
分
館

午
前
９
時
出
発
（
受
け
付
け
午
前

８
時
〜
８
時
３０
分
）
解
散
午
後
４

時
ご
ろ

コ
ー
ス

久
保
田
公
民
分
館
・
堀

割
峠
・
樋
山
地
石
鎚
・
六
部
の

墓
・
久
保
田
公
民
分
館
な
ど
を
散

策
す
る
周
回
コ
ー
ス

約
１０
㎞
、
６
時
間
の
ウ
オ
ー
ク

定
員

５０
人

参
加
費

５
０
０
円（
保
険
料
等
）

持
参
物

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

つ
え
、
帽
子
、
タ
オ
ル

申
込
期
限

２
月
２４
日
�
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

久
保
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

�
０
９
０（
４
５
０
２
）４
５
０
０

（
鎌
田
）

ご
存
じ
で
す
か
？

●
交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
貸
し

付
け義

務
教
育
終
了
ま
で
無
利
子
で

借
り
ら
れ
ま
す
。

対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な

ら
れ
た
方
の
０
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も

貸
付
金
額

一
時
金

１５
万
５
０
０
０
円

毎
月

２
万
円

入
学
支
度
金

４
万
４
０
０
０
円

返
済
期
間

中
学
校
卒
業
後
２０
年

以
内
（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す

る
場
合
は
、
卒
業
ま
で
猶
予
）

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支
給

対
象
者

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
・

せ
き
ず
い

脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷

し
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た
め
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
状
態
で
あ
る
方

支
給
金
額

①
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方
の
う

ち
、「
重
度
後
遺
障
害
診
断
書
」

で
症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方
／
月
額
６
万
８
４

４
０
円
〜
１３
万
６
８
８
０
円

②
右
記
①
以
外
で
常
時
の
介
護
が

必
要
な
方
／
月
額
５
万
８
５
７
０

円
〜
１０
万
８
０
０
０
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方
／
月

額
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４
０

０
０
円

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対

策
機
構

徳
島
支
所

徳
島
市
北
田
宮
２
丁
目
１４
番
５０
号

（
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
２
階
）

�
０
８
８
（
６
３
１
）
７
７
９
９

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

と
き

３
月
４
日
�
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

と
き

２
月
１３
日
�
、
３
月
１３
日

�
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

�
２４
‐
２
１
６
６

第
１
５
３
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

春
待
ち
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ア

オ
キ
ー
ズ
・
お
っ
さ
ん
to（
フ
ォ
ー

ク
グ
ル
ー
プ
）
他

と
き

２
月
２４
日
�
午
前
１１
時
〜

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ
ー

ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
�
２４
‐
３
７
２
５（
鎌
田
）

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。（
作
業
道
具
有
り
）

※
刈
払
機
を
使
え
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時

３
月
１
日
�

午
前
７
時
〜
７
時
３０
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時

３
月
１
日
�

午
前
７
時
〜
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

�
２４
‐
２
０
９
５

万

葉

植

物

園

イ
チ
イ
ガ
シ

ブ
ナ
科

万
葉
植
物
園
に
あ
る
イ
チ
イ

ガ
シ
は
、
本
州
中
部
以
南
の
日

本
、
台
湾
、
中
国
に
分
布
す
る

常
緑
高
木
で
す
。

樹
皮
は
暗
褐
色
で
、
葉
の
裏

に
著
し
い
黄
褐
色
の
星
状
毛
が

密
生
し
て
い
ま
す
。
果
実
は
、

渋
く
な
く
食
用
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
材
木
は
赤
褐
色
で
軽
く
、

農
機
具
の
柄
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

万
葉
集
に
は
次
の
よ
う
な
歌

が
あ
り
ま
す
。

『
…
あ
し
ひ
き
の

こ
の
片

山
に

二
つ
立
つ

い
ち
い
が

も
と
に

梓
弓

や
つ
た
ば
さ

み
』

（
作
者
不
明
）

「
片
山
に
二
本
立
っ
て
い
る
イ

チ
イ
ガ
シ
の
も
と
で
、
梓
弓
を

た
く
さ
ん
手
に
も
ち
」
と
い
う

意
味
で
、「
あ
し
ひ
き
の
」
は

山
の
枕
詞
で
す
。

（
資
料
提
供

眞
鍋
佳
資
）

国保から みんなで支える 大事な命

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
を
つ
け
ろ

小
さ
な
油
断
が

事
故
の
も
と

吉
岡

冴
夏
（
鴨
島
第
一
中
学
校
１
年
）

2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ１９



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

◆
イ
ベ
ン
ト
案
内
◆

○
第
２
回
吉
野
川
市
子
ど
も
文
化

祭
＆
生
涯
学
習
発
表
会
・
作
品
展

２
月
１６
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

○
レ
オ
ニ
ー
映
画
会
（
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
の
母
）

３
月
１７
日
�
午
後
２
時
上
映
／
入

場
料
１
０
０
０
円

○
グ
ル
ー
プ
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

３
月
２４
日
�
開
場
午
後
１
時
３０
分

開
演
午
後
２
時

○
生
き
生
き
講
座

予
防
医
療
講

演
会
「
喫
煙
と
歯
肉
」

３
月
２８
日
�
午
後
２
時
／
講
師
な

か
歯
科
医
院

中

博
芳
さ
ん

○
鴨
島
公
民
館
元
気
ま
つ
り

３
月
３０
日
�
正
午

◆
講
座
案
内
◆

○
食
と
農
の
知
っ
得

食
品
自

給
率
と
日
本
型
食
生
活

２
月
２１
日
�
午
前
１０
時

○
元
気
づ
く
り
実
技

介
護
予
防

体
操
・
腰
痛
予
防

２
月
２１
日
�
午
後
２
時

○
よ
く
わ
か
る
携
帯
電
話
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

▽
ａ
ｕ

２
月
２１
日
�

午
後
１
時

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

２
月
２５
日
�

午
後
１
時

▽
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

３
月
４
日
�

午
後
１
時

定
員
各
１０
人
申
し
込
み
受
付
中

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
遺
産

と
相
続
と
税

２
月
２５
日
�
午
後
１
時
３０
分

○
や
さ
し
い
経
済

金
融
・
保
険

の
ト
ラ
ブ
ル
・
新
制
度

３
月
１
日
�
午
後
１
時
３０
分

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー

知
っ
て
得
す

る
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

３
月
４
日
�
午
後
３
時

○
身
近
な
暮
ら
し
の
法
律
知
識

戸
籍
の
見
方

３
月
１３
日
�
午
後
１
時
３０
分

○
子
ど
も
え
い
が
会

３
月
２３
日
�
午
前
１０
時
３０
分

�
�
��
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�

３
月
１３
日
�
か
ら
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。

申
込
書
設
置
場
所

※
２
月
１３
日
�
か
ら
設
置

吉
野
川
市
役
所
、
阿
波
銀
行
、
徳

島
銀
行
、
各
郵
便
局
、
各
公
民
館
、

量
販
店

な
ど

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館

�
２４
‐
５
１
１
１

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�

�
�

〜
ゆ
と
り
あ
る
生
活
、
い
き
が
い

の
あ
る
人
生
を
求
め
て
〜

受
講
期
間

４
月
５
日
�
〜
９
月

７
日
�

受
付
期
間

２
月
２５
日
�
〜
３
月

１７
日
�（
希
望
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

受
付
場
所

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料

１０
回
コ
ー
ス
４
２
０
０

円
／
２０
回
コ
ー
ス
８
４
０
０
円

（
受
講
料
の
ほ
か
に
別
途
材
料
費

等
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

★
詳
細
は
講
座
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
公
民
館
等
、
市
内
各

文
化
施
設
に
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー�

２２
‐
０
０
１
５

見直して 健康損なう 食生活

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
守
り
ま
す

自
分
の
命
と

交
通
ル
ー
ル

坂
東

瀬
奈
（
市
立
川
島
中
学
校
１
年
）

時 間

１４：００～１６：００

１９：００～２１：００

１３：００～１５：００

１９：００～２１：００

９：００～１１：００

１０：００～１１：３０

９：００～１１：００

１３：００～１５：００

１４：００～１６：００

１９：００～２１：００

１９：００～２１：００

１８：５０～１９：５０

２０：００～２１：００

１０：００～１２：００

１９：００～２１：００

１４：００～１６：００

１９：００～２１：００

１９：００～２１：００

月

月

火

火

水

水

木

木

木

木

木

木

木

金

金

土

土

土

講 師

春名 完二

河野 友子

笠井 享

音羽 菊芝幸

山本 源淑

富山 雅代

藤井 和栄

寺内 金子

薩摩 利子

沖田 唐谷

藤本 秀森寿

黄 麗

黄 麗

小林 鳳美

武市 鳴雲

桑田 律子

藤本 秀森幸

下 時治郎秀臣

講座名

さくら初級三味線

茶道（表千家）

陶芸

日本舞踊（音羽流）

大正琴

やさしいヨーガ

藍染め

実用書道

パッチワーク・キルト

書道入門

民謡

１８式太極剣

２４式太極拳

木目込人形

楽しく学びま書

着物着付け

民謡三味線

洋画

２０
回
コ
ー
ス

時 間

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１３：００～１７：００

１９：３０～２１：００

１０：００～１２：００

１９：００～２０：３０

１９：３０～２０：３０

１３：００～１７：００

１４：００～１６：００

１０：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１０：００～１２：００

１３：３０～１５：３０

１９：００～２１：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１３：００～１７：００

日

日

月

月

火

火

火

水

水

木

木

金

金

金

土

土

土

土

土

講 師

大石 豊久

住友 昭利

島田 ひろみ

森見 美子

矢部 知子

宮本 武敏

山本 愛子

橋本 真澄

新居 房江

家形 笑美子

露口 蘭芳

山田 和子

伊井 須眞子

射場 少藍

近藤 佐起江

松本 加容子

楠本 邦利

谷本 秀翠

石田 百合子

講座名

生け花（小原流）

園芸

自然の素材を織る

やさしいオカリナ

初めてのペン字

しゃべり方

ハワイアンダンス

トールペインティング

やさしい手編み

かずら工芸

現代水墨画

七宝焼

童謡・唱歌いきがい教室

楽しい篆刻

花で生活を楽しむ

素敵なビーズアクセサリー

短歌

生け花（池坊）

ねんどの花クレイアート

１０
回
コ
ー
ス

２０
2013年（平成25年）2月13日
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サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策

サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
、
電
気
通
信
技

術
を
悪
用
し
た
犯
罪
の
総
称
で
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
う
え
で
の
注
意
点

・
サ
イ
ト
の
注
意
事
項
や
取
引
相

手
の
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
な

ど
を
確
認
。

・
相
手
の
振
込
口
座
が
問
題
な
い

か
確
認
し
、
振
込
の
控
え
な
ど
を

保
管
。

・
不
審
点
が
あ
れ
ば
取
引
を
中
止
。

②
不
正
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ウ
ィ
ル
ス
対
策

・
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
は
厳

重
に
管
理
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
に
は
最
新
の
修
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
適
用
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

設
定
も
行
う
。

・
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入

や
ウ
ィ
ル
ス
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
。

・
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
と
き
に

は
電
源
を
切
る
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
切
り
離
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

う
え
で
の
注
意
点

・
知
ら
な
い
相
手
に
は
電
話
番
号
、

住
所
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の

個
人
情
報
を
安
易
に
教
え
な
い
。

④
架
空
請
求
メ
ー
ル
が
き
て
し

ま
っ
た
ら

・
支
払
わ
な
い
。
一
度
支
払
う
と

さ
ら
に
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ

る
。

・
相
手
に
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
な

ど
で
連
絡
（
返
信
）
す
る
と
、
あ

な
た
の
個
人
情
報
を
相
手
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ゼ
ッ
タ

イ
に
連
絡
は
避
け
る
。

・
脅
か
し
や
取
り
立
て
を
受
け
た

場
合
に
は
、
警
察
署
に
相
談
。

⑤
不
当
請
求
を
さ
れ
た
場
合

●
不
当
請
求
と
は
、
好
奇
心
を
そ

そ
る
内
容
の
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
、

特
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
た
だ
け
で
、
会
員
料
や
閲
覧

料
な
ど
を
不
当
に
請
求
す
る
も
の
。

・
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
あ
わ

て
て
支
払
わ
ず
、
契
約
が
有
効
か

ど
う
か
を
冷
静
に
判
断
す
る
。

・
有
料
サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
場
合

に
は
サ
イ
ト
名
、
ア
ド
レ
ス
、
閲

覧
日
時
な
ど
を
記
録
す
る
。

・
不
当
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
架

空
請
求
メ
ー
ル
と
同
様
の
注
意
が

必
要
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署
�
２５
‐
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番

�
２４
‐
２
３
３
１

【
剣
道
】

山
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
錬
館

山
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
錬
館

は
今
年
で
４４
年
を
迎
え
、
長
年
に

わ
た
る
活

動
に
よ
り
、

全
国
剣
道

連
盟
か
ら

「
少
年
剣

道
教
育
奨

励
賞
」
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

現
在
の
団

員
数
は
男
子

９
人
、
女
子

４
人
の
１３
人
で
、「
コ
テ
」「
メ
ン
」

「
ド
ウ
」
と
大
き
な
声
を
出
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
稽
古
は
水
曜

日
と
土
曜
日
の
週
２
回
、
午
後
７

時
か
ら
９
時
ま
で
、
山
川
中
学
校

武
道
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導

方
針
は
、
剣
道
の
上
達
も
大
事
で

す
が
、
活
動
を
通
し
て
「
仲
間
を

大
事
に
し
、
あ
い
さ
つ
で
き
る
、

礼
儀
正
し
く
、人
と
し
て
成
長
す

る
」こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

【
サ
ッ
カ
ー
】

川
友
ジ
ー
ク
１１

せ
ん
ゆ
う

川
友
ジ
ー
ク
１１
は
今
年
で
結
成

３
年
目
を
迎
え
る
新
し
い
チ
ー
ム

で
す
。

年
齢
は

幼
稚
園
か

ら
小
学
６

年
生
ま
で

と
幅
広
く
、

チ
ー
ム
全

員
で
楽
し

く
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
に
触
れ
た
り
、

追
い
か
け
た
り
し
て
、
サ
ッ
カ
ー

の
楽
し
さ
を
重
点
的
に
教
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
学
年
で
は
、

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
だ
り
、

個
人
の
能
力
を
高
め
た
り
す
る
こ

と
を
重
点
的
に
教
え
て
い
ま
す
。

練
習
は
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
、
川
島
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
っ
て
い
ま
す
。

【
少
林
寺
拳
法
】

少
林
寺
拳
法
鴨
島

少
林
寺

拳
法
鴨
島

は
今
年
で

五
十
周
年

を
迎
え
ま

す
。
練
習

日
は
毎
週

月
曜
日
と

水
曜
日
、

午
後
八
時
か
ら
鴨
島
体
育
館
で

行
っ
て
い
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
は
、
剛
法
、
柔
法

の
技
術
を
通
し
て
、
相
手
を
思
い

や
る
優
し
い
心
、
相
手
に
勝
つ
こ

と
を
目
的
と
し
な
い
護
身
の
技
術

を
身
に
付
け
、
自
信
を
持
っ
て
行

動
で
き
る
人
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

練
習
は
一
般
拳
士
と
い
っ
し
ょ

に
行
っ
て
お
り
、
体
格
や
年
齢
も

違
っ
た
中
で
の
練
習
は
、
少
年
拳

士
達
に
も

良
い
勉
強

に
な
っ
て

い
ま
す
。
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※雨水は、
　つなぎ込めません

水洗便所

雨水ます雨水ます 雨水管雨水管

汚水管汚水管
取付管取付管

公共下水道公共下水道
排　水　施　設排　水　施　設

台　所
風　呂

雨
水
ま
す

雨
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

　
公
共
ま
す

 
（
取
付
ま
す
）

 

　
公
共
ま
す

 
（
取
付
ま
す
）

 

トラップトラップ

マ
ン
ホ
ー
ル

側
溝

宅地道路

個人がつくる施設市がつくる施設

道路

官
民
境
界

雨
ど
い
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公共工事として道路等に下水道管が埋設され、戸別に「公
共ます」が設置されましたら、下水道の供用開始が公示され
ます。ここからは、民間工事として、ご家庭や事業所の便所、
台所、風呂場などからの排水を「公共ます」につなぎ込み（接
続）ができますので、遅滞なく（事情が許す限り、最も速や
かに）接続してください。

私たちが健康で文化的に生活するには、住居や職場での衛
生的で利便性が高い快適な空間の確保が求められます。下水
道は、居住環境の改善や公衆衛生の向上のみならず、河川や
用水路などの水質を保全し、地域の自然環境や生態系を恒久的に保護するために欠かせない施設です。
吉野川市でも、良質で豊かな水を大切な資源として利活用できる持続可能な循環型社会の形成が急がれ
ます。今後の下水道の普及促進にご理解とご協力をお願いします。

★接続工事は市が指定した工事店でないとできません。必ず、指定工事店に依頼して施工してください。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

飯
尾
敷
地
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

私
た
ち
飯
尾
敷
地
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
今
年
で
結
成
６
年
を
迎
え
、

現
在
１１
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

の
午
後
５
時

か
ら
７
時
３０

分
ま
で
、
飯

尾
敷
地
小
学

校
体
育
館
で

行
っ
て
い
ま
す
。
監
督
、
コ
ー
チ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
指
導
の
も
と
、

子
ど
も
た

ち
も
仲
よ

く
声
を
掛

け
合
っ
て

頑
張
っ
て

い
ま
す
。

平
成
２３

年
、
２４
年

の
成
績
は
、

吉
野
川
市
大
会
で
は
優
勝
、
準
優

勝
と
上
位
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
！

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

山
川
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

こ
ん
に
ち
は
、
山
川
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
す
。
本
ク
ラ
ブ
は

今
年
で
結
成
２８
年
を
迎
え
、
現
在

は
１７
人
で

活
動
し
て

い
ま
す
。

練
習
は
、

毎
週
月
・

水
・
金
曜

日
の
午
後

６
時
か
ら

７
時
ま
で

の
１
時
間
、
山
川
中
学
校
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
行
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
活
動
で
は
、「
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
に
親
し
も
う
、
楽
し
く
プ

レ
ー
し
よ
う
、
お
互
い
に
仲
良
く

し
よ
う
」
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
、

全
員
が
練
習
や
試
合
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
サ
ッ
カ
ー
】

山
川
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

山
川
少
年

サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
現

在
、
小
学
１

年
生
か
ら
小

学
６
年
生
ま

で
の
子
ど
も

た
ち
２９
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
体
力
増
進

を
図
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
の
協
調
性
と
判
断
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
練
習

や
試
合
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

練
習
は
火
曜
日
・
木
曜
日
の
午

後
６
時
〜
午
後
８
時
と
、
土
曜
日

の
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０

分
に
山
瀬
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
っ
て
い

ま
す
。
興

味
の
あ
る

方
は
、
ぜ

ひ
見
学
に

お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局
）

�
２２
‐
２
２
７
１

吉野川市は人権文化の花咲くまちづくりをめざします。

～公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ～
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排水整備図（分流式）

2013年（平成25年）2月13日

広報よしのがわ２３
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ノノロロウウイイルルススにによよるる食食中中毒毒！！

ノノロロウウイイルルススにによよるる感感染染ににつついいてて
症 状

＜潜伏期間＞
感染から発症まで２４～４８時間

＜主な症状＞
・吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱が１～２日続
きます。感染しても症状のない場合や、軽い風邪の
ような症状のこともあります。
・乳幼児や高齢者は、おう吐物を吸い込むことによ
る肺炎や窒息にも注意が必要です。

感染経路
＜食品からの感染＞
・感染した人が調理などをして汚染された食品
・ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝など

＜人からの感染＞
・患者のふん便やおう吐物からの二次感染
・家庭や施設内などでの飛沫などによる感染

ノノロロウウイイルルススのの感感染染をを広広げげなないいたためめにに
おう吐物などの処理

・ノロウイルスは、乾燥すると空中にただよい、口
に入って感染することがあります。
・使い捨てのマスクやガウン、手袋などを着用しま
しょう。
・ペーパータオル等で静かに拭き取り、水拭き後、
塩素消毒をします。
・拭き取ったおう吐物や手袋などは、ビニール袋な
どに密閉して廃棄します。
・しぶきなどを吸い込まないようにしましょう。
・終わったら、ていねいに手を洗いましょう。

消毒（食器・環境・リネン類など）
・感染者が使ったり、おう吐物が付いたものは、他
のものと分けて洗浄、消毒します。
・カーテン、衣類なども塩素液などで消毒します。
・洗濯するときは、洗剤を入れた水の中で静かにも
み洗いし、十分すすぎます。
※８５℃で１分間以上の熱水洗濯や塩素液による消

毒が有効です。
※高温の乾燥機などを使用すると、滅菌効果は高

まります。

ノノロロウウイイルルススにによよるる食食中中毒毒予予防防ののポポイインントト
消 毒

・方法①
塩素消毒 洗剤などで十分に洗浄
し、塩素濃度２００ppmの次亜塩素
酸ナトリウムで浸しながら拭く。
・方法②
熱湯消毒 熱湯（８５℃以上）で１
分間以上加熱する。

手洗い
・洗うタイミングは、トイレに
行った後、料理を作る前、料理の
盛付けの前
・汚れの残りやすいところを丁寧
に洗いましょう。（指先、指・爪
の間、親指の周り、手首）

健康管理
・普段から感染しないように食べ
物や家族の健康状態に注意しま
しょう。
・症状があるときは、食品を直接
取り扱う作業をしないようにしま
しょう。

冬冬 はは 特特 にに ごご 注注 意意 をを！！
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ノノロロウウイイルルスス対対策策のの消消毒毒液液のの作作りり方方
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＜原液の塩素濃度が５％の場合＞

使用する場所

吐物、便で汚染された場所や衣類の消毒

調理器具、床、トイレのドアノブ、便座など
の消毒

※ペットボトルを利用すると簡単に作れます。ペットボトルのキャップ１杯は約５mlです。

方法

原液１０ml＋水５００ml

原液１０ml＋水２．５L

希釈

５０倍

２５０倍

０．１％（１０００ppm)消毒液

０．０２％（２００ppm)消毒液

（参考）塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）

商品名（例）
ミルトン
ハイター、ブリーチ
ピューラックス

※原液の濃度に応じて希釈する必要があります。

濃度
１％
約５％
６％

������ ������ �22‐2268

平成１９年に１０代および２０代の年齢層を中心として、麻しん（はしか）が流行しました。
麻しんの流行を起こさないようにするためには、予防接種を行うことが大切です。
また、就職や進学に接種歴が必要な場合があり、特に医療・福祉・教育関係などの職業に就く人は、

自らが感染源にならないように、麻しん（はしか）や風しんに対する免疫が必要です。対象の方には、
平成２４年４月に個人通知をお送りしていますので、まだ、接種されていない方は、体調の良いときに
できるだけ早く接種してください。

１．対象者
第２期：幼稚園年長相当年齢の方（平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ）
第３期：中学１年生相当年齢の方（平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ）
第４期：高校３年生相当年齢の方（平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ）

２．接種期間 平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日

３．実施医療機関 吉野川市内の指定医療機関
および徳島県予防接種広域化医療機関

４．接種料金 無料

※ただし、上記の期間を過ぎると任意接種となり、自己負担（約１万円）となります。

麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻しししししししししししししししししんんんんんんんんんんんんんんんんん風風風風風風風風風風風風風風風風風しししししししししししししししししんんんんんんんんんんんんんんんんん混混混混混混混混混混混混混混混混混合合合合合合合合合合合合合合合合合(((((((((((((((((MMMMMMMMMMMMMMMMMRRRRRRRRRRRRRRRRR)))))))))))))))))第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２期期期期期期期期期期期期期期期期期・・・・・・・・・・・・・・・・・３３３３３３３３３３３３３３３３３期期期期期期期期期期期期期期期期期・・・・・・・・・・・・・・・・・４４４４４４４４４４４４４４４４４期期期期期期期期期期期期期期期期期ののののののののののののののののの予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象ののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方へへへへへへへへへへへへへへへへへ
まままままままままままままままままだだだだだだだだだだだだだだだだだ受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけららららららららららららららららられれれれれれれれれれれれれれれれれててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいい方方方方方方方方方方方方方方方方方ははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、期期期期期期期期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間間間間間間間間内内内内内内内内内内内内内内内内内ににににににににににににににににに必必必必必必必必必必必必必必必必必ずずずずずずずずずずずずずずずずず受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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2月・3月の介護予防教室
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夜間・休日在宅当番医表

2月・3月
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山
川
図
書
館
�
42
‐
5
2
2
2

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
月
末
図
書
整
理
日
（
２

月
２８
日
�
、
３
月
２９
日
�
）、
年

間
蔵
書
点
検
（
３
月
５
日
�
〜
３

月
１５
日
�
）

◆
子
ど
も
映
画
会

２
月
１６
日
�
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」、

３
月
２
日
�
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」、

３
月
１６
日
�
「
お
じ
ゃ
る
丸
ス
ペ

シ
ャ
ル
」、
３
月
３０
日
�
「
ガ
リ

バ
ー
旅
行
記
」、（
午
後
２
時
〜
約

１
時
間
）

川
島
図
書
館
�
25
‐
3
1
4
1

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
２
月
２８
日
�
、
３
月
２９
日
�
）

◆
川
島
町
文
化
伝
承
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ふ
る
さ
と
の
お
は
な
し
会

３
月
２
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
２

時
３０
分

◆
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
つ

ゆ
く
さ
」
に
よ
る
お
は
な
し
会

３
月
１６
日
�
午
前
１１
時
〜
１１
時
３０

分
／
講
師

矢
部
千
鶴
子
さ
ん
／

入
場
無
料

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

�
24
‐
5
1
1
1

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
度
末
図
書
整

理
日
（
３
月
１８
日
�
〜
２２
日
�
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
よ

み
っ
こ
★
か
〜
も
」
に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／

絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、
紙
芝
居
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
間
抜
け
の
構
造
』

ビ
ー
ト
た
け
し

著

『
３
０
１
９
桑
原
征
平
』

プ
ラ
ネ
ッ
ト
バ
ル
ン

著

『
弧
愁
』

新
田

次
郎

著

『
け
さ
く
し
ゃ
』畠

中

恵

著

『
歓
喜
の
仔

上
・
下
』

天
童

荒
太

著

『
盗
人
』

田
牧

大
和

著

『
君
想
曲
』

新
堂

冬
樹

著

『
凸
凹
サ
バ
ン
ナ
』

玖
村
ま
ゆ
み

著

『
残
り
火
』

小
杉

健
治

著

『over
the
edge

』
堂
場

瞬
一

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
』

あ
だ
ち
な
み

著

『
へ
び
ち
ゃ
ん
お
し
ゃ
べ
り
だ
い

す
き
！
』
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ

著

『
０
て
ん
に
か
ん
ぱ
い
！
』

宮
川

ひ
ろ

著

『
ま
ゆ
げ
ち
ゃ
ん
』

真
珠
ま
り
こ

著

『
お
ば
っ
ち
の
ブ
イ
サ
イ
ン
』

後
藤
み
わ
こ

著

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

�
43
‐
2
8
1
1

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
２
月
、
３
月
の
休
室
日

木
曜

日●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日
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白
ポ
ス
ト
に
つ
い
て

補
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年

を
取
り
ま
く
社
会
環

境
の
浄
化
活
動
の
一

環
と
し
て
、
有
害
図

書
や
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
を
回
収
し
青

少
年
へ
の
悪
影
響
を

排
除
す
る
な
ど
、
環

境
浄
化
に
努
め
て
い

ま
す
。
吉
野
川
市
内

に
は
次
の
９
カ
所
に

白
い
ポ
ス
ト
を
設
置

し
、
毎
月
回
収
し
て

い
ま
す
。

①
牛
島
駅

②
鴨
島
駅

③
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

④
西
麻
植
駅

⑤
阿
波
川
島
駅

⑥
学
駅

⑦
山
瀬
駅

⑧
阿
波
山
川
駅

⑨
川
田
駅

●
回
収
状
況
（
平
成
２４
年
１２
月
末

現
在
）

有
害
図
書

５
６
３
冊

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

２
９
５
本

そ
の
他

２１
冊

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

�
２５
‐
６
６
２
０

FAX
２５
‐
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseicenter/

こ
れ
か
ら
の
自
分

鴨
島
東
中
学
校

藤
井

愛
音

中
学
校
に
入
学
し
て
約
八
カ
月

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
た

朝

学
校
に
行
く
と
「
オ
ハ
ヨ
ー
」
と
あ
い

さ
つ

一
人
が
困
っ
て
い
る
と
「
大
丈
夫
」
の
一
言

で係
の
仕
事
も
班
で
の
話
し
合
い
も

協
力
し
て
で
き
た

部
活
も
勉
強
も
大
変
だ
と
思
う
け
れ
ど

友
達
と
こ
れ
か
ら
も

助
け
合
っ
て
は
げ
ま
し
合
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
く
ゾ

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

目
標
を
持
っ
て

み
ん
な
で
笑
顔
で

毎
日
毎
日

が
ん
ば
っ
て
い
く
ゾ

二
年
生
ま
で
あ
と
少
し
だ

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
７
号
」
よ
り

2013年（平成25年）2月13日
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T
E
L
0883-22-2221

F
A
X
0883-22-2244

U
R
L
http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E
-m
ail
m
ail@

city.yoshinogaw
a.lg.jp

再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

発
行
／
吉
野
川
市
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611

徳
島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

2013年（
平
成
25年

）２
月
号

通
巻
10１
号

２
広 広
報 報
よ よ
し し
の の
が が
わ わ

乳房ケア専門

鴨島町上浦29-14
携帯：090-8282-4045

国道の牛島駅案内板から300m北

多田  文恵助産師

医療費控除対象

＊乳房マッサージ・授乳
＊断乳（卒乳）
ケア時間　　　10：00～11：30
　　　　　　　14：00～17：00
受付時間　　　  9：30～21：00
乳房管理指導料金

TADA助産院

休診　火　土　　日　祝

で多田助産院 検索
初　　　診　　　　  6,000円
2回目以降　　　　  5,000円
回数券(無期限･3回分） 12,000円
出張3,000円加算乳房トラブル対象 2,000円加算

歓送迎会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

��
��
��
��

１２
月
末
に
庁
舎
統
合
に
よ
る
引
っ
越

し
作
業
が
あ
わ
た
だ
し
く
行
わ
れ
、
市

役
所
本
館
と
東
館
に
市
役
所
機
能
が
集

約
さ
れ
ま
し
た
。
休
日
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
翌
日
か
ら
業
務
を
開
始
で
き
る

よ
う
に
夜
を
徹
し
て
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

私
の
職
場
も
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
よ

り
６０
㎝
移
動
し
、
わ
ず
か
な
移
動
で
す

が
、
書
類
の
詰
ま
っ
た
書
棚
を
す
べ
て

空
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
若
干
は

引
っ
越
し
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

職
員
も
市
役
所
本
庁
舎
に
集
約
さ
れ

た
た
め
、
広
報
よ
し
の
が
わ
の
編
集
・

校
正
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は

作
業
能
率
が
上
が
る
た
め
、
よ
り
よ
い

広
報
誌
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
り
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い
ま
す
。（

聴
）

２８
2013年（平成25年）2月13日
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